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(57)【要約】
【課題】操作性を向上させること。
【解決手段】本実施形態に係る超音波診断装置１は、入
力部と、検知部と、変更部とを有する。前記入力部は、
超音波の送受信と超音波画像とのうち少なくとも一つに
関するパラメータの調整を、長押し操作により入力する
。前記検知部は、前記長押し操作において操作者が所望
する反応時間と前記長押し操作における長押しの判定に
関する判定時間との乖離を検知する。前記変更部は、前
記検知部からの出力に基づいて、前記判定時間を短く変
更する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波の送受信と超音波画像とのうち少なくとも一つに関するパラメータの調整を、長
押し操作により入力する入力部と、
　前記長押し操作において操作者が所望する反応時間と前記長押し操作における長押しの
判定に関する判定時間との乖離を検知する検知部と、
　前記検知部からの出力に基づいて、前記判定時間を短く変更する変更部と、
　を具備する超音波診断装置。
【請求項２】
　前記検知部は、前記長押し操作における押す力の増加を、前記乖離として検知する、
　請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記検知部は、
　前記操作者における生体情報を経時的に取得するために、前記操作者にウェアラブル端
末として装備され、
　前記取得された生体情報に基づいて前記押す力の増加を検知する、
　請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記検知部は、
　前記生体情報として前記操作者の筋電位を取得し、
　前記経時的に取得された筋電位において、筋電位の増加を前記押す力の増加として検知
する、
　請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記検知部は、
　前記長押し操作における圧力を取得し、
　前記取得された圧力の増加を、前記押す力の増加として検知する、
　請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記検知部は、
　前記操作者における生体情報を経時的に取得するために、前記操作者にウェアラブル端
末として装備され、
　前記経時的に取得された複数の心拍数における心拍数の平均的な変化率より前記長押し
操作における心拍数の変化率が大きくなったことを、前記乖離として検知する、
　請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記パラメータは、連続的な調整に関する連続パラメータと離散的な調整に関する離散
パラメータとを有し、
　前記変更部は、前記連続パラメータと前記離散パラメータとにおいて、前記判定時間を
短くする時間間隔を異ならせる、
　請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記離散パラメータに関して前記判定時間を短くする時間間隔は、前記連続パラメータ
に関して前記判定時間を短くする時間間隔より短い、
　請求項７に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記変更部は、
　前記判定時間を短くさせる割合を前記判定時間に乗じることで前記判定時間を短く変更
し、変更後の判定時間が閾値を下回るとき前記判定時間を短く変更をしない、
　請求項１乃至８のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
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【請求項１０】
　前記変更部は、前記乖離の検知に応答して、前記判定時間を短く変更する、
　請求項１乃至９のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記変更部は、
　前記判定時間を、前記乖離に相当する時間間隔、または前記時間間隔より短い時間間隔
に変更する、
　請求項１乃至１０のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　超音波の送受信と超音波画像とのうち少なくとも一つに関する調整パラメータを、長押
し操作により入力し、
　前記長押し操作において操作者が所望する反応時間と前記長押し操作における長押しの
判定に関する判定時間との乖離を検知し、
　前記検知された乖離に基づいて、前記判定時間を短く変更すること、
　を実現させる判定時間短縮プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置および判定時間短縮プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置には、タッチパネルに表示されたボタンを操作者が手で押下する
ことにより、モード切替や計測実施などの操作を実行するものがある。これらの操作の実
行において、操作者は、タッチパネルに表示されたボタンに対して、長押しの操作を入力
すること（以下、長押し操作と呼ぶ）がある。長押し操作の実行において、操作者は、ボ
タンを押したままの状態で長押しと判定されるまで待つ必要がある。例えば、タッチパネ
ルに表示されたボタンを操作者が長押しすることでサブメニューを出す操作（例えば、マ
ウスの右クリックに相当）において、長押し操作の時間に対する操作者の時間感覚は、操
作者や状況などによって、異なることがある。このため、長押し操作の実行時間が操作者
の時間感覚と合わない場合、操作者は操作しづらいと感じることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－４２５９２号公報
【特許文献２】国際公開第２０１４／０３４２９４号
【特許文献３】特開２０１７－１２３９１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　発明が解決しようとする課題は、操作性を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、入力部と、検知部と、変更部とを有する。前記入
力部は、超音波の送受信と超音波画像とのうち少なくとも一つに関するパラメータの調整
を、長押し操作により入力する。前記検知部は、前記長押し操作において操作者が所望す
る反応時間と前記長押し操作における長押しの判定に関する判定時間との乖離を検知する
。前記変更部は、前記検知部からの出力に基づいて、前記判定時間を短く変更する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
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【図１】図１は、本実施形態に係る超音波診断装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】図２は、本実施形態におけるタッチパネルにおける入力画面として表示された複
数のボタンの一例を示す図である。
【図３】図３は、本実施形態において、長押し操作によりタッチパネルに表示された連続
パラメータの調整に関する表示例を示す図である。
【図４】図４は、本実施形態において、長押し操作によりタッチパネルに表示された離散
パラメータの調整に関する表示例を、長押し操作に応じて示した図である。
【図５】図５は、本実施形態における超音波診断装置の外観を示す図である。
【図６】図６は、本実施形態において、押圧力の増加を検知装置が検知する場合における
超音波診断装置の構成の一例を示す図である。
【図７】図７は、本実施形態において、検知回数に対する短縮割合の対応表の一例を、短
縮時間および判定時間とともに示す図である。
【図８】図８は、本実施形態において、検知回数に対する変更後判定時間の変化の一例を
示す図である。
【図９】図９は、本実施形態における判定時間短縮処理の手順の一例を示すフローチャー
トである。
【図１０】図１０は、本実施形態の第１の応用例において、検知回数に対する変更後判定
時間の変化の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、本実施形態の第１の応用例において、検知回数に対する変更後判定
時間の変化の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、本実施形態の第１の応用例における判定時間短縮処理の手順の一例
を示す図である。
【図１３】図１３は、本実施形態の第２の応用例における判定時間短縮処理の手順の一例
を示す図である。
【図１４】図１４は、本実施形態の適用例に関する超音波診断装置の構成例を示すブロッ
ク図である。
【図１５】図１５は、本実施形態の適用例に関する超音波診断装置の外観を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本実施形態について、図面を参照して説明する。なお、以下の説明において、略
同一の構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明は必要な場合にのみ
行う。
【０００８】
　図１は、本実施形態に係る超音波診断装置１の構成例を示すブロック図である。図１に
示されるように、超音波診断装置１は、入出力装置３、検知装置５、および超音波プロー
ブ７を備える。超音波診断装置１は、例えば、無線通信およびネットワーク９０を介して
外部装置４０と接続されてもよい。なお、本超音波診断装置１と外部装置４０との接続は
、図１に記載のように入出力装置３から通信インタフェース３０５を介してネットワーク
９０に接続される場合に限定されず、超音波プローブ７から無線通信等を介してネットワ
ーク９０に接続されてもよい。　
【０００９】
　入出力装置３は、タッチパネル３０１と、表示制御回路３０３と、通信インタフェース
３０５と、処理回路１５と、画像メモリ１８と、画像データベース１９とを有する。入出
力装置３は、例えば、タブレット端末、タブレットＰＣ等に相当する。なお、入出力装置
３は、図１に示すような構成に限定されず、例えば、汎用のパーソナルコンピュータ等で
あってもよい。また、入出力装置３における複数の構成要素のうち少なくとも一つは、超
音波プローブ７に組み込まれてもよい。例えば、入出力装置３における表示制御回路３０
３は、表示制御機能として処理回路１５に組み込まれてもよい。また、入出力装置３は、
超音波プローブ７に組み込まれてもよい。
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【００１０】
　なお、入出力装置３には、トラックボール、スライドボリューム、各種スイッチ等の入
力デバイスに関する回路が、タッチパネル３０１とは別個に設けられてもよい。また、入
出力装置３は、タッチパネル３０１に加えて、別途各種画像を表示するモニタまたはディ
スプレイ等を有していてもよい。また、入出力装置３と超音波プローブ７とは、有線で接
続される場合に限定されず、無線で接続されてもよい。
【００１１】
　タッチパネル３０１は、モニタ等の表示機器と、当該表示機器の前面を覆うように設け
られた位置入力装置とを有する。表示機器は、医用画像および超音波診断装置１に関する
各種パラメータの調整を入力するための画面（以下、入力画面と呼ぶ）を表示する。位置
入力装置は、外部から表示機器を視認可能なように透明または半透明の部材により形成さ
れる。位置入力装置は、表示された医用画像および入力画面に対するタッチ操作を検出す
る装置である。例えば、位置入力装置は、タップ操作、長押し操作、スライド操作等の操
作を含む各種タッチ操作を受け付ける。位置入力装置は、表示機器における押下部分の座
標を電磁誘導式、磁気歪式、感圧式等の座標読取り原理により検出し、検出した座標に対
応する位置信号を生成する。これにより、タッチパネル３０１は、生成された位置信号を
、処理回路１５に出力する。また、タッチパネル３０１は、操作者がタッチ操作によって
触れた位置に接触していた時間、接触した回数等の情報を検出し、検出した情報を超音波
プローブ７へ出力する。タッチパネル３０１は、入力部の一例である。
【００１２】
　表示制御回路３０３は、プロセッサなどの電子回路およびメモリなどにより構成される
。メモリは、長押し操作の判定に用いる判定時間を記憶する。表示制御回路３０３は、後
述する画像生成機能１５３により生成された各種画像などをタッチパネル３０１に表示さ
せる。例えば、表示制御回路３０３は、画像生成機能１５３により生成された各種超音波
画像データに対して、ダイナミックレンジ、輝度（ブライトネス）、コントラスト、γカ
ーブ補正、及びＲＧＢ変換などの各種処理を実行してもよい。また、表示制御回路３０３
は、生成された各種超音波画像データに、種々のパラメータの文字情報、目盛り、ボディ
マーク等の付帯情報を付加してもよい。表示制御回路３０３は、操作者（例えば、術者）
がタッチパネル３０１を介して各種指示を入力するためのユーザインタフェース（ＧＵＩ
：Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を生成し、生成されたＧＵＩを
、タッチパネル３０１に入力画面として表示させる。
【００１３】
　例えば、表示制御回路３０３は、超音波の送受信と超音波画像とのうち少なくとも一つ
に関するパラメータの調整に関するボタンを、タッチパネル３０１における入力画面とし
て表示させる。パラメータは、例えば、ＳＴＣ（Ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ　Ｔｉｍｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）またはＴＧＣ（Ｔｉｍｅ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）などの各種ゲイン
およびｄｅｐｔｈ（視野深度）などのボリューム操作系に関する連続的に調整可能なパラ
メータ（以下、連続パラメータと呼ぶ）や、送信周波数の選択および画像フィルタの種類
の選択などに関する数段階に亘って離散的に調整可能なパラメータ（以下、離散パラメー
タと呼ぶ）などである。表示制御回路３０３は、入力画面におけるボタンに対する操作者
の長押し操作において、ボタンの押下時点からの経過時間を計測する。表示制御回路３０
３は、メモリに記憶された判定時間と経過時間とを比較する。経過時間が判定時間を超過
したことに応答して、表示制御回路３０３は、パラメータの値の入力状態を、タッチパネ
ル３０１に表示させる。換言すれば、操作者は、長押し操作の入力が判定されるまで、ボ
タンを押下し続ける。表示制御回路３０３は、表示制御部の一例である。
【００１４】
　図２は、タッチパネル３０１における入力画面として表示された複数のボタン３０１１
の一例を示す図である。複数のボタン３０１１は、例えば長押し操作によりパラメータの
調整に用いられる。
【００１５】
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　図３は、長押し操作によりタッチパネル３０１に表示された連続パラメータの調整に関
する表示例を示す図である。図３に示すように、連続パラメータに関するボタン３０１３
は、連続パラメータの増加方向に関するボタン（以下、増加ボタンと呼ぶ）３０１３Ｕと
、連続パラメータの減少方向に関するボタン（以下、減少ボタンと呼ぶ）３０１３Ｄとを
有する。また、増加ボタン３０１３Ｕと減少ボタン３０１３Ｄとの間には、例えば図３に
示すように、現在の設定されているパラメータの値が表示領域ＰＭが表示される。表示制
御回路３０３は、増加ボタン３０１３Ｕまたは減少ボタン３０１３Ｄに対する長押し操作
の実行中、すなわちボタン３０１３の押下中において、表示領域ＰＭにおけるパラメータ
の値を連続的に変化させる。連続パラメータに関するボタン３０１３に対する長押し操作
は、リピート操作とも称される。
【００１６】
　図４は、長押し操作によりタッチパネル３０１に表示された離散パラメータの調整に関
する表示例を、長押し操作に応じて示した図である。図４に示すように、離散パラメータ
に関するボタン３０１５に対するタッチ操作後ＤＰ、経過時間が判定時間を超過したこと
ＰＤＴに応答して、表示制御回路３０３は、ボタンに対応するサブメニューＤＭをタッチ
パネル３０１に表示させる。
【００１７】
　通信インタフェース３０５は、無線およびネットワーク９０等を介して外部装置４０と
接続され、外部装置４０との間でデータ通信を行う。外部装置４０は、例えば、各種の医
用画像のデータを管理するシステムであるＰＡＣＳ（Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ａｒｃｈｉｖｉｎ
ｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）のデータベース、医用画像が
添付された電子カルテを管理する電子カルテシステムのデータベース等である。また、外
部装置４０は、例えば、Ｘ線コンピュータ断層撮影装置、及び磁気共鳴イメージング装置
、核医学診断装置、及びＸ線診断装置等、本実施形態に係る超音波診断装置１以外の各種
医用画像診断装置である。なお、外部装置４０との通信の規格は、如何なる規格であって
もよいが、例えば、ＤＩＣＯＭが挙げられる。なお、通信インタフェース３０５は、有線
または無線を介して、検知装置５と接続されてもよい。
【００１８】
　検知装置５は、タッチパネル３０１に表示されたボタンに対する長押し操作において操
作者が所望する反応時間と判定時間との乖離を検知する。検知装置５は、乖離の検知に応
答して、乖離の検知に関する信号（以下、乖離検知信号と呼ぶ）を、入出力装置３におけ
る処理回路１５に出力する。反応時間は長押し操作の入力に関して操作者が所望とする時
間間隔であるため、判定時間が反応時間より長い場合、操作者は、イライラしてボタンに
対する押下の力を増加させることがある。このため、検知装置５は、長押し操作における
操作者の押す力の増加を、上記乖離として検知する。押す力の増加は、例えば、被検体Ｐ
における筋電位の増加、または長押し操作におけるタッチパネル３０１への押圧力の増加
すなわち圧力の変動に相当する。また、判定時間が反応時間より長い場合、操作者のイラ
イラ感は、経時的に取得された複数の心拍数における心拍数の平均的な変化率より長押し
操作における心拍数の変化率が大きくなること（以下、心拍増加応答と呼ぶ）として現れ
ることがある。心拍増加応答は、心拍数の揺らぎで操作者のイライラ感を検知することに
対応する。
【００１９】
　押す力の増加として筋電位の増加を検知装置５が検知する場合、または心拍増加応答を
検知装置５が検知する場合、検知装置５は、操作者における生体情報を経時的に取得する
ために、操作者にウェアラブル端末として装備される。このとき、検知装置５は、経時的
に操作者の生体情報を取得するウェアラブル端末として操作者に装備される。生体情報は
、操作者のイライラ感を反映した生理現象に相当する。すなわち、検知装置５は、操作者
のイライラ感を検知する装置に相当する。ウェアラブル端末としての検知装置５は、取得
された生体情報に基づいて乖離を検知し、乖離検知信号を無線で入出力装置３に送信する
。これにより、検知装置５は、処理回路１５に乖離検知信号を出力する。
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【００２０】
　例えば、押す力の増加として筋電位の増加を検知装置５が検知する場合、検知装置５は
、ウェアラブル端末において筋電計などの筋電センサを有する。このとき、検知装置５は
、生体情報として操作者の筋電位を経時的に取得することにより、操作者における筋電位
をモニタする。検知装置５は、経時的に取得された筋電位において、筋電位の増加を押す
力の増加として検知する。また、心拍増加応答を検知装置５が検知する場合、検知装置５
は、ウェアラブル端末において心拍計などの心拍センサを有する。このとき、検知装置５
は、生体情報として操作者における心拍数をモニタし、心拍増加応答を乖離として検知す
る。
【００２１】
　図５は、本超音波診断装置１の外観を示す図である。図５において、検知装置５は、操
作者ＯＰに装備されたウェアラブル端末として示されている。なお、図５に示すウェアラ
ブル端末は、筋電センサ単体または心拍センサ単体であってもよい。このとき、生体情報
は検知装置５から入出力装置３における処理回路１５に送信され、検知装置５における乖
離の検知に関する上記処理は、検知機能として処理回路１５に組み込まれる。
【００２２】
　押す力の増加として押圧力の増加を検知装置５が検知する場合、検知装置５は、圧力セ
ンサを有する。図６は、押圧力の増加を検知装置５が検知する場合における超音波診断装
置１の構成の一例を示す図である。検知装置５は、図６に示すように、タッチパネル３０
１に隣接して設けられる。すなわち、検知装置５は、入出力装置３に搭載され、タッチパ
ネル３０１において、操作者ＯＰによる押圧力の増加を検知する。検知装置５は、入出力
装置３と検知装置５とを接続するケーブルまたは無線により、押圧力の増加を乖離検知信
号として、処理回路１５に出力する。このとき、図５に示すようなウェアラブル端末は不
要となる。検知装置５は、検知部の一例である。
【００２３】
　超音波プローブ７は、圧電振動子１０と、超音波送信回路１１と、超音波受信回路１２
と、内部記憶回路１７とを備える。また、超音波プローブ７は、不図示の電源装置を有す
る。以下、本実施形態においては、超音波プローブ７は、図１に記載の各種構成要素を有
するものとして説明する。なお、超音波送信回路１１と、超音波受信回路１２と、内部記
憶回路１７とのうち少なくとも一つは、入出力装置３に設けられてもよい。このとき、超
音波プローブ７は、圧電振動子１０、圧電振動子０に設けられる整合層、及び圧電振動子
１０から後方への超音波の伝播を防止するバッキング材等を有するものとなる。また、超
音波プローブ７には、超音波画像のフリーズなどの際に押下されるボタン等の入力インタ
フェースが設けられてもよい。
【００２４】
　超音波プローブ７は、圧電振動子１０、圧電振動子１０に設けられる整合層、及び圧電
振動子１０から後方への超音波の伝播を防止するバッキング材等を有する。圧電振動子１
０は、超音波送信回路１１から供給される駆動信号に基づき超音波を発生する。
【００２５】
　超音波プローブ７における圧電振動子１０から被検体Ｐに超音波が送信されると、送信
された超音波は、被検体Ｐの体内組織における音響インピーダンスの不連続面で次々と反
射される。反射された超音波は、反射波（エコー）として圧電振動子１０にて受信される
。受信される反射波により発生する受信信号の振幅は、超音波が反射される不連続面にお
ける音響インピーダンスの差に依存する。なお、被検体Ｐに送信された超音波が血流や心
臓壁などの移動体の表面で反射された場合の反射波は、ドプラ効果により、移動体の超音
波送信方向に対する速度成分に依存して周波数偏移を受ける。圧電振動子１０は、被検体
Ｐからの反射波を受信して電気信号（以下、受信信号と呼ぶ）に変換する。これにより、
受信信号が発生される。なお、受信信号は、反射波信号と換言してもよい。超音波プロー
ブ７は、例えば、圧電振動子１０としての複数の圧電素子が所定の方向に沿って配列され
た１Ｄアレイプローブ、複数の圧電素子がマトリックス状に配列された２Ｄアレイプロー
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ブ、又は圧電素子列をその配列方向と直交する方向に機械的に煽りながら超音波走査を実
行可能なメカニカル４Ｄプローブ等である。
【００２６】
　超音波送信回路１１は、超音波プローブ７に駆動信号を供給するプロセッサにより構成
される。超音波送信回路１１は、例えば、トリガ発生回路、遅延回路、及びパルサ回路等
により実現される。トリガ発生回路は、入出力装置３における処理回路１５による制御の
下、所定のレート周波数で、送信超音波を形成するためのレートパルスを繰り返し発生す
る。遅延回路は、複数の圧電素子から発生される超音波をビーム状に集束して送信指向性
を決定するために必要な圧電素子ごとの遅延時間を、トリガ発生回路が発生する各レート
パルスに対し与える。パルサ回路は、処理回路１５の制御の下、レートパルスに基づくタ
イミングで、複数の圧電素子各々に、駆動信号すなわち駆動パルスを印加する。遅延回路
により各レートパルスに対し与える遅延時間を変化させることで、圧電素子面からの送信
方向が任意に調整可能となる。超音波送信回路１１は、超音波送信部に相当する。
【００２７】
　超音波受信回路１２は、圧電振動子１０が受信した受信信号に対して各種処理を施すプ
ロセッサにより構成される。超音波受信回路１２は、例えば、アンプ回路、Ａ／Ｄ（Ａｎ
ａｌｏｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ）変換器、受信遅延回路、及び加算器等により実現され
る。アンプ回路は、圧電振動子１０が受信した受信信号をチャンネルごとに増幅してゲイ
ン補正処理を行なう。Ａ／Ｄ変換器は、ゲイン補正された受信信号をデジタル信号に変換
する。受信遅延回路は、デジタル信号に受信指向性を決定するのに必要な遅延時間を与え
る。加算器は、遅延時間が与えられた複数のデジタル信号を加算する。加算器の加算処理
により、受信指向性に応じた方向からの反射成分を強調した受信信号が発生される。この
受信信号には、例えば、組織間の音響インピーダンスの差を反映した振幅情報と、生体組
織の動き、例えば運動又は移動速度等を反映した位相情報とが含まれる。超音波受信回路
１２は、超音波受信部に相当する。
【００２８】
　入出力装置３における処理回路１５は、ハードウェア資源として図示していないプロセ
ッサ、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）やＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等のメモリ等を有し、超音波診断装置１の中枢として機能する。処
理回路１５は、信号処理機能１５１、画像生成機能１５３、変更機能１５５、及びシステ
ム制御機能１５７を有する。信号処理機能１５１、画像生成機能１５３、変更機能１５５
、及びシステム制御機能１５７にて行われる各種機能は、コンピュータによって実行可能
なプログラムの形態で、内部記憶回路１７、処理回路１５自身におけるメモリ、または入
出力装置３における不図示のメモリ等の記憶回路へ記憶されている。処理回路１５は、こ
れら各種機能に対応するプログラムを記憶先から読み出し、実行することで各プログラム
に対応する機能を実現するプロセッサである。換言すると、各プログラムを読みだした状
態の処理回路１５は、図１の処理回路１５内に示された各機能を有することになる。
【００２９】
　なお、図１においては単一の処理回路１５にてこれら各種機能が実現されるものとして
説明したが、複数の独立したプロセッサを組み合わせて処理回路１５を構成し、各プロセ
ッサがプログラムを実行することにより機能を実現するものとしても構わない。換言する
と、上述のそれぞれの機能がプログラムとして構成され、１つの処理回路が各プログラム
を実行する場合であってもよいし、特定の機能が専用の独立したプログラム実行回路に実
装される場合であってもよい。なお、処理回路１５が有する信号処理機能１５１、画像生
成機能１５３、変更機能１５５、及びシステム制御機能１５７は、それぞれ信号処理部、
画像生成部、変更部、システム制御部の一例である。
【００３０】
　上記説明において用いた「プロセッサ」という文言は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａ
ｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓ
ｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）或いは、特定用途向け集積回路（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃ
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ｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理デ
バイス（例えば、単純プログラマブル論理デバイス（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａ
ｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ：ＳＰＬＤ）、複合プログラマブル論理デバイス（Ｃ
ｏｍｐｌｅｘ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ：ＣＰＬＤ）、及
びフィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇ
ａｔｅ　Ａｒｒａｙ：ＦＰＧＡ））等の回路を意味する。
【００３１】
　プロセッサは内部記憶回路１７に保存されたプログラムを読み出し実行することで機能
を実現する。なお、内部記憶回路１７にプログラムを保存する代わりに、プロセッサの回
路内にプログラムを直接組み込むよう構成しても構わない。この場合、プロセッサは回路
内に組み込まれたプログラムを読み出し実行することで機能を実現する。
【００３２】
　信号処理機能１５１は、超音波受信回路１２により生成された受信信号に対して各種の
信号処理を行う機能である。処理回路１５は、信号処理機能１５１の実行により、例えば
、超音波受信回路１２から受け取った受信信号に対して包絡線検波処理、及び対数増幅処
理等を施し、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータ（以下、Ｂモードデータと呼ぶ
）を生成する。処理回路１５は、生成されたＢモードデータを、２次元又は３次元的に分
布する超音波走査線上のＢモードＲＡＷデータとして、不図示のＲＡＷデータメモリに記
憶する。
【００３３】
　処理回路１５は、信号処理機能１５１の実行により、超音波受信回路１２から受け取っ
た受信信号を解析して、例えば、関心領域内の複数のサンプル点各々における移動体（例
えば血液又は組織）の移動速度を計算する。処理回路１５は、計算された移動速度に基づ
いてドプラデータを生成する。処理回路１５は、生成されたドプラデータを、２次元又は
３次元的に分布する超音波走査線上のドプラＲＡＷデータとして、不図示のＲＡＷデータ
メモリに記憶する。
【００３４】
　画像生成機能１５３は、信号処理機能１５１の実行により生成されたデータに基づき、
各種超音波画像データを生成する機能である。処理回路１５は、画像生成機能１５３の実
行により、例えば、ＲＡＷデータメモリに記憶されたＢモードＲＡＷデータに基づいて、
被検体Ｐ内の構造物の形態を表すＢモード画像データを生成する。Ｂモード画像データは
、超音波の集束などの超音波プローブの特性や送受信ビームなどの超音波ビームの音場特
性などが反映された画素値または輝度値を有する。例えば、Ｂモード画像データにおいて
、超音波のフォーカス付近では、非フォーカス部分よりも相対的に高輝度となる。なお、
画像生成機能１５３は、ボリュームデータに対して各種レンダリング処理を実行する機能
を有していてもよい。このとき、処理回路１５は、ボリュームデータに基づいてレンダリ
ング画像を生成する。
【００３５】
　処理回路１５は、画像生成機能１５３の実行により、ＲＡＷデータメモリに記憶された
ドプラＲＡＷデータに基づいて、移動体の情報を表すドプラ画像データを生成する。ドプ
ラ画像データは、速度画像データ、分散画像データ、パワー画像データ、又は、これらを
組み合わせた画像データに相当する。
【００３６】
　処理回路１５は、画像生成機能１５３の実行により、例えば、ＲＡＷデータメモリに記
憶されたＢモードＲＡＷデータ、又は、ドプラＲＡＷデータに対し、空間的な位置情報を
加味した補間処理を含むＲＡＷ－ボクセル変換を実行することで、所望の範囲のボクセル
から構成されるボリュームデータを生成する。
【００３７】
　変更機能１５５は、検知装置５からの出力に基づいて、タッチパネル３０１に表示され
たボタンに対する長押し操作における長押しの判定に関する判定時間を短く変更する機能
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である。処理回路１５は、変更機能１５５の実行により、検知装置５から出力された乖離
検知信号の入力に応答して、判定時間を短く変更する。例えば、処理回路１５は、判定時
間を短くさせる割合（以下、短縮割合とよぶ）を、判定時間に乗ずることで、判定時間を
短く変更する。短縮割合は、１未満の正の数である。例えば、短縮割合は、対応表におい
て、検知装置５による乖離の検知回数に対応付けられていてもよい。このとき、短縮割合
は、例えば、検知回数に応じて１に漸近するように設定される。換言すれば、判定時間は
、検知回数に応じて、デフォルトとしての判定時間（以下、初期時間と呼ぶ）から判定時
間の下限値（以下、下限時間と呼ぶ）に漸近するように変化する。下限時間は、判定時間
の変更の閾値に相当する。すなわち、処理回路１５は、変更後の判定時間が閾値を下回る
とき、判定時間を短く変更をしない。
【００３８】
　検知回数に対応する短縮割合の対応表、変更機能１５５の実行により短く変更された判
定時間（以下、変更後判定時間と呼ぶ）、初期時間、下限時間および検知回数は、内部記
憶回路１７または処理回路１５における不図示のメモリ等に記憶される。処理回路１５は
、変更機能１５５の実行により、被検体Ｐに対する超音波検査の開始時において、初期時
間を、表示制御回路３０３と検知装置５とに出力する。なお、初期時間は、表示制御回路
３０３および検知装置５における不図示のメモリに記憶されてもよい。処理回路１５は、
変更後判定時間を、表示制御回路３０３と検知装置５とに出力する。このとき、表示制御
回路３０３および検知装置５において用いられる判定時間は、処理回路１５から出力され
た変更後判定時間に更新される。
【００３９】
　なお、処理回路１５は、変更機能１５５の実行により、判定時間を、乖離に相当する時
間間隔、または乖離に相当する時間間隔より短い時間間隔に変更してもよい。具体的には
、処理回路１５は、長押し操作の開始時刻から乖離検知信号の入力時刻までの時間を、乖
離に相当する時間間隔として計算する。処理回路１５は、判定時間を、計算された時間か
ら微小時間を差分した差分時間、または計算された時間に、変更後判定時間として変更す
る。
【００４０】
　なお、変更後判定時間は、操作者のＩＤとともに、内部記憶回路１７または処理回路１
５における不図示のメモリ等に記憶されてもよい。超音波検査の開始時においてタッチパ
ネル３０１を介して操作者のＩＤが入力されると、処理回路１５は、操作者のＩＤに対応
する変更後判定時間を、初期時間として表示制御回路３０３と検知装置５とに送信する。
このとき、表示制御回路３０３と検知装置５とは、変更後判定時間を初期時間として用い
て、上述した処理を実行する。
【００４１】
　図７は、検知回数に対する短縮割合の対応表の一例を、短縮時間および判定時間ととも
に示す図である。図７に示す０回目の検知回数に対応する３ｓｅｃの判定時間は、初期時
間に対応する。なお、初期時間は、３ｓｅｃに限定されず、任意に設定可能である。また
、１回目の検知回数以降の判定時間は、変更後判定時間に対応する。図７に示す検知回数
Ｎ（Ｎは自然数）回目に対応する１ｓｅｃの判定時間は、下限時間に対応する。なお、下
限時間は、１ｓｅｃに限定されず、任意に設定可能である。また、短縮割合は、乖離の検
知前の判定時間に対して１０％などであってもよい。また、短縮時間は、検知回数によら
ずに０．５秒などの固定値であってもよい。
【００４２】
　図８は、検知回数に対する変更後判定時間の変化の一例を示す図である。図８に示すよ
うに初期時間ＤＴは３ｓｅｃであり、下限時間ＴＨＬは１ｓｅｃである。図７に示す対応
表に従って、変更後判定時間は、図８に示すように、初期時間ＤＴから下限時間ＴＨＬに
向かって検知回数に応じて漸近する。初期時間から下限時間へ向かう判定時間の曲線は、
初期時間ＤＴおよび検知回数Ｎの時に下限時間ＴＨＬを通る下に凸の２次関数、初期時間
ＤＴを通り下限時間ＴＨＬを漸近線とする下に凸の双曲線関数、対数関数、または指数関
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数などで近似される。なお、初期時間ＤＴから下限時間ＴＨＬへ向かう判定時間の変化は
、単調減少する１次関数であってもよい。図７に示す対応表における短縮割合は、これら
の関数を用いて予め設定されてもよい。また、処理回路１５は、対応表ではなく、検知回
数に対するこれらの関数の値を用いて、変更後判定時間を計算してもよい。
【００４３】
　システム制御機能１５７は、超音波診断装置１への入出力、及び超音波送受信等の基本
動作を制御する機能である。システム制御機能１５７の実行により処理回路１５は、例え
ば、各種撮像モードを開始する開始指示を受け付ける。各種撮像モードには、例えば、Ｂ
モード、及びドプラモード等が含まれる。信号処理機能１５１、画像生成機能１５３、変
更機能１５５、及びシステム制御機能１５７は、制御プログラムとして組み込まれていて
もよいし、処理回路１５が参照可能な回路として、各機能を実行可能な専用のハードウェ
ア回路が処理回路１５自体に組み込まれていてもよい。処理回路１５は、システム制御機
能１５７により、検知回数および変更後判定時間を、被検体Ｐに対する超音波検査の終了
後において、０および初期時間にそれぞれリセットする。
【００４４】
　内部記憶回路１７は、例えば、磁気的若しくは光学的記録媒体、又は半導体メモリ等の
プロセッサにより読み取り可能な記録媒体等を有する。内部記憶回路１７は、超音波送受
信を実現するための制御プログラム、各種画像処理を行うための制御プログラム等を記憶
する。また、内部記憶回路１７は、処理回路１５で実行される各種機能に対応するプログ
ラムを記憶する。また、内部記憶回路１７は、診断情報（例えば、患者ＩＤ、医師の所見
等）、診断プロトコル、ボディマーク生成プログラム、及び映像化に用いるカラーデータ
の範囲を診断部位ごとに予め設定する変換テーブルなどのデータ群を記憶する。なお、上
記プログラムは、例えば、非一過性の記憶媒体に記憶されて配布され、非一過性の記憶媒
体から読み出されて内部記憶回路１７にインストールされてもよい。
【００４５】
　内部記憶回路１７は、入出力装置３を介して入力される記憶操作に従い、画像生成機能
１５３の実行により生成された各種超音波画像データを記憶する。このとき、内部記憶回
路１７は、各種超音波画像データを、操作順番及び操作時間とともに記憶してもよい。内
部記憶回路１７は、処理回路１５による制御の下で、記憶しているデータを、通信インタ
フェース３０５を介して外部装置４０へ転送することも可能である。
【００４６】
　入出力装置３における画像メモリ１８は、例えば、磁気的若しくは光学的記録媒体、又
は半導体メモリ等のプロセッサにより読み取り可能な記録媒体等を有する。画像メモリ１
８は、画像生成機能１５３の実行により生成された表示用の画像データを記憶する。画像
メモリ１８は、タッチパネル３０１を介して入力されるフリーズ操作直前の複数フレーム
に対応する画像データを記憶する。このとき、画像メモリ１８に記憶されている画像デー
タは、例えば、連続表示（シネ表示）される。画像メモリ１８に記憶されている画像デー
タは、例えば、実際にタッチパネル３０１に表示される画像を表す画像データである。当
該画像には、超音波スキャンにより取得された超音波画像データに基づく画像、並びに、
ＣＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）画像データ、ＭＲ（Ｍａｇｎｅｔｉｃ
　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）画像データ、Ｘ線画像データ、及びＰＥＴ（Ｐｏｓｉｔｒｏｎ　
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）画像データ等の他のモダリティにより取得さ
れた医用画像データに基づく画像が含まれる場合がある。
【００４７】
　また、画像メモリ１８は、信号処理機能１５１の実行により生成されたデータを記憶す
ることも可能である。画像メモリ１８が記憶するＢモードデータ、又はドプラデータは、
例えば、診断の後に操作者が呼び出すことが可能となっており、処理回路１５を経由して
表示用の超音波画像データとなる。
【００４８】
　入出力装置３における画像データベース１９は、外部装置４０から転送された画像デー
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タを記憶する。例えば、画像データベース１９は、過去の診察において取得された同一患
者に関する過去画像データを、外部装置４０から取得して記憶する。過去画像データには
、超音波画像データ、ＣＴ画像データ、ＭＲ画像データ、ＰＥＴ－ＣＴ画像データ、ＰＥ
Ｔ－ＭＲ画像データ及びＸ線画像データが含まれる。また、過去画像データは、例えばボ
リュームデータ、レンダリング画像データとして記憶されている。
【００４９】
　（判定時間短縮処理）　
　判定時間短縮処理とは、長押し操作に関する判定時間を短く変更する処理である。以下
、判定時間短縮処理の手順について説明する。図９は、判定時間短縮処理の手順の一例を
示すフローチャートである。
【００５０】
　　（ステップＳａ１）　
　タッチパネル３０１に表示された入力画面に対して、操作者ＯＰにより長押し操作が入
力される。このとき、表示制御回路３０３は、長押し操作の入力時刻からの経過時間を計
測する。
【００５１】
　　（ステップＳａ２）　
　長押し操作の入力時刻から判定時間の経過までの間に検知装置５により乖離が検知され
ると（ステップＳａ２のＹｅｓ）、乖離検知信号が処理回路１５に出力される。このとき
、処理回路１５は、変更機能１５５により、検知装置５からの乖離検知信号の入力に応答
して、検知回数をインクリメントする。長押し操作の入力時刻から判定時間の経過までの
間に検知装置５により乖離が検知されない場合（ステップＳａ２のＮｏ）、または乖離検
知信号の出力後、ステップＳａ３の処理が実行される。
【００５２】
　　（ステップＳａ３）　
　長押し操作の入力時刻から判定時間の経過後、パラメータの調整が、タッチパネル３０
１を介して、操作者ＯＰにより入力される。
【００５３】
　　（ステップＳａ４）　
　パラメータの調整が完了すれば（ステップＳａ４のＹｅｓ）、判定時間短縮処理が終了
する。パラメータの調整の完了は、例えば、タッチパネル３０１における入力画面に対す
る操作者ＯＰの指示により入力される。パラメータの調整が完了していなければ（ステッ
プＳａ４のＮｏ）、ステップＳａ５の処理が実行される。
【００５４】
　　（ステップＳａ５）　
　乖離を検知した場合、すなわち乖離検知信号が処理回路１５に入力された場合、処理回
路１５は、変更機能１５５により、検知回数に応じて、例えば図７に示す対応表を参照し
て、判定時間を短く変更する。処理回路１５は、変更後判定時間を、新たな判定時間とし
て、表示制御回路３０３および検知装置５に出力する。乖離を検知していない場合、また
は検知回数に対応する変更後判定時間が下限時間以下となる場合、本ステップにおける処
理は不要となる。ステップＳａ１乃至ステップＳａ５の処理は、パラメータの調整が完了
するまで繰り返される。
【００５５】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
　本実施形態における超音波診断装置１によれば、超音波の送受信と超音波画像とのうち
少なくとも一つに関するパラメータの調整を、長押し操作により入力し、長押し操作にお
いて操作者が所望する反応時間と長押し操作における長押しの判定に関する判定時間との
乖離を検知し、検知装置５（検知部）からの出力に基づいて、判定時間を短く変更するこ
とができる。例えば、本超音波診断装置１によれば、検知装置５は、長押し操作における
押す力の増加を、上記乖離として検知することができる。より詳細には、本超音波診断装
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置１によれば、検知装置５は、操作者における生体情報を経時的に取得するために操作者
ＯＰにウェアラブル端末として装備され、取得された生体情報に基づいて押す力の増加を
検知することができる。
【００５６】
　また、本超音波診断装置１によれば、検知装置５は、生体情報として操作者ＯＰの筋電
位を取得し、経時的に取得された筋電位において、筋電位の増加を押す力の増加として検
知することができる。また、本超音波診断装置１によれば、検知装置５は、長押し操作に
おいて操作者ＯＰによる圧力を取得し、取得された圧力の増加を、押す力の増加として検
知することができる。本超音波診断装置１によれば、検知装置５は、操作者ＯＰにおける
生体情報を経時的に取得するために、操作者ＯＰにウェアラブル端末として装備され、経
時的に取得された複数の心拍数における心拍数の平均的な変化率より長押し操作における
心拍数の変化率が大きくなったことを、乖離として検知することができる。また、本超音
波診断装置１によれば、判定時間を短くさせる割合を判定時間に乗じることで判定時間を
短く変更し、変更後の判定時間が閾値（下限時間）を下回るとき判定時間を短く変更をし
ないことができる。また、本超音波診断装置１によれば、判定時間を、乖離に相当する時
間間隔に、または乖離に相当する時間間隔より短い時間間隔に、変更することができる。
【００５７】
　以上のことから、本超音波診断装置１によれば、長押し操作の判定について、操作者に
適した判定時間を設定できるため、長押し操作における操作者のイライラ感を低減させる
ことができる。すなわち、本超音波診断装置１によれば、長押し操作によるボタン操作に
おいて、操作者ＯＰのイライラ感を計測し、操作者がイライラしていると判定した際は長
押し操作に関する判定時間を短くすることができるため、長押し操作における操作性を改
善することができる。
【００５８】
　（第１の応用例）　
　連続パラメータの調整の操作性において、長押し操作からリピート操作に切り替わるま
での時間は、短い方が好ましい。一方、離散パラメータの調整の操作性において、リピー
ト操作が適用されない方が好ましい。これらのことから、第１の応用例と本実施形態との
相違は、連続パラメータと離散パラメータとにおけるパラメータの種別、すなわちパラメ
ータの種別に対応するボタンの種別に応じて、判定時間の短縮に関する仕様を異ならせる
ことにある。すなわち、処理回路１５は、変更機能１５５により、連続パラメータと離散
パラメータとにおいて、判定時間を短くする時間間隔を異ならせる。例えば、処理回路１
５は、変更機能１５５の実行により、離散パラメータに関して判定時間を短くする時間間
隔を、連続パラメータに関して判定時間を短くする時間間隔より、短くする。具体的には
、本応用例において、連続パラメータに対応するボタンに関する判定時間の変更は、本実
施形態において説明した内容を適用する。一方、本応用例において、離散パラメータに対
応するボタンに関する判定時間は、例えば、変更しないものとなる。
【００５９】
　図１０は、本応用例において、検知回数に対する変更後判定時間の変化の一例を示す図
である。図１０におけるＤＴは初期時間を示している。また、図１０における曲線ＣＡは
、連続パラメータに関するボタン３０１３において、検知回数に対する変更後判定時間の
変化の一例を示している。また、図１０における直線ＤＡは、離散パラメータに関するボ
タン３０１５において、検知回数によらず、判定時間を初期時間ＤＴに維持する一例を示
している。
【００６０】
　なお、離散パラメータに対応するボタンに関する判定時間は、検知回数によらず初期時
間ＤＴのまま一定に維持することに限定されない。例えば、離散パラメータに関して判定
時間を短くする時間間隔は、連続パラメータに関して判定時間を短くする時間間隔より短
いものであってもよい。図１１は、本応用例において、検知回数に対する変更後判定時間
の変化の一例を示す図である。図１１における曲線ＤＡＤは、離散パラメータに関するボ
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タン３０１５において、検知回数に対する変更後判定時間の変化の一例を示している。図
１１に示すように、離散パラメータに関するボタン３０１５における変更後判定時間は、
連続パラメータに関する変更後判定時間より長くなる。このとき、離散パラメータに関す
る変更後判定時間は、連続パラメータに関する下限時間（以下、連続下限時間と呼ぶ）Ｔ
ＨＣＬより長い時間（以下、離散下限時間と呼ぶ）ＴＨＤＬに漸近する。離散下限時間Ｔ
ＨＤＬは、離散パラメータに関する判定時間の変更の閾値に相当する。すなわち、処理回
路１５は、変更後の判定時間が離散下限時間ＴＨＤＬを下回るとき、判定時間を短く変更
をしない。
【００６１】
　離散下限時間ＴＨＤＬは、内部記憶回路１７または処理回路１５における不図示のメモ
リ等に記憶される。また、入力画面に表示されたボタンとパラメータの種別とは、対応付
けられて、内部記憶回路１７または処理回路１５における不図示のメモリ等に記憶される
。
【００６２】
　以下、本応用例における判定時間短縮処理について説明する。本応用例における判定時
間短縮処理と本実施形態における判定時間短縮処理との相違は、長押し操作の入力時にお
いて、長押し操作に関するボタンの種別を判定して、ボタンの種別すなわちパラメータの
種別に応じて、判定時間の短縮の程度を決定することにある。図１２は、本応用例におけ
る判定時間短縮処理の手順の一例を示す図である。
【００６３】
　（判定時間短縮処理）　
　　（ステップＳｂ１）
　タッチパネル３０１に表示された入力画面に対して、操作者ＯＰにより長押し操作が入
力される。このとき、表示制御回路３０３は、長押し操作の入力時刻からの経過時間を計
測する。加えて、表示制御回路３０３は、長押し操作に関するボタンの位置情報を、処理
回路１５に出力する。
【００６４】
　　（ステップＳｂ２）　
　処理回路１５は、変更機能１５５により、長押し操作に基づいて、パラメータの種別を
特定する。具遺体的には、処理回路１５は、位置情報に基づいて、長押し操作が入力され
たボタンに対応するパラメータの種別を特定する。
【００６５】
　　（ステップＳｂ３乃至ステップＳｂ５）　
　本ステップのおける処理は、図９におけるステップＳａ２乃至ステップＳａ４と同様な
ため、説明は省略する。
【００６６】
　　（ステップＳｂ６）　
　乖離を検知した場合、すなわち乖離検知信号が処理回路１５に入力された場合、処理回
路１５は、変更機能１５５により、検知回数とパラメータの種別とに応じて、判定時間を
短く変更する。処理回路１５は、変更後判定時間を、新たな判定時間として、表示制御回
路３０３および検知装置５に出力する。乖離を検知していない場合、または検知回数に対
応する変更後判定時間が連続下限時間ＴＨＣＬまたは離散下限時間ＴＨＣＬ以下となる場
合、本ステップにおける処理は不要となる。ステップＳｂ１乃至ステップＳｂ６の処理は
、パラメータの調整が完了するまで繰り返される。
【００６７】
　以上に述べた構成によれば、本実施形態の効果に加えて、以下の効果を得ることができ
る。　
　本応用例における超音波診断装置１によれば、パラメータは、連続的な調整に関する連
続パラメータと離散的な調整に関する離散パラメータとを有し、連続パラメータと離散パ
ラメータとにおいて、判定時間を短くする時間間隔を異ならせることができる。具体的に
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は、本超音波診断装置１によれば、離散パラメータに関して判定時間を短くする時間間隔
を、連続パラメータに関して判定時間を短くする時間間隔より短くすることができる。
【００６８】
　これらのことから、本超音波診断装置１によれば、調整に関するパラメータの種別に応
じて、判定時間を短く変更することができ、長押し操作を伴うパラメータの調整の操作性
をさらに向上させることができる。
【００６９】
　（第２の応用例）　
　本応用例と本実施形態との相違は、乖離の検知に応答して、判定時間を短く変更するこ
とにある。具体的には、処理回路１５は、変更機能１５５により、乖離の検知に応答して
、判定時間を短く変更する。本応用例においては、図７に示すような対応表は不要となる
。図１３は、本応用例における判定時間短縮処理の手順の一例を示す図である。
【００７０】
　（判定時間短縮処理）　
　　（ステップＳｃ１）　
　本ステップのおける処理は、図９におけるステップＳａ１と同様なため、説明は省略す
る。
【００７１】
　　（ステップＳｃ２）　
　長押し操作の入力時刻から判定時間の経過までの間に検知装置５により乖離が検知され
ると（ステップＳｃ２のＹｅｓ）、乖離検知信号が処理回路１５に出力される。このとき
、ステップＳｃ３の処理が実行される。長押し操作の入力時刻から判定時間の経過までの
間に検知装置５により乖離が検知されない場合（ステップＳｃ２のＮｏ）、ステップＳｃ
５の処理が実行される。
【００７２】
　　（ステップＳｃ３）　
　処理回路１５は、変更機能１５５により、長押し操作の入力時刻から乖離を検知した検
知時刻までの時間間隔（以下、乖離時間間隔と呼ぶ）に、判定時間を変更後判定時間とし
て変更する。なお、処理回路１５は、判定時間を、乖離時間間隔から微小時間を差分した
時間間隔に、変更後判定時間として変更してもよい。処理回路１５は、変更後判定時間を
、新たな判定時間として、表示制御回路３０３および検知装置５に出力する。
【００７３】
　　（ステップＳｃ４）　
　タッチパネル３０１を介した操作者ＯＰの指示により、パラメータが調整される。
【００７４】
　　（ステップＳｃ５）　
　本ステップにおける処理は、図９におけるステップＳａ３と同様なため、説明は省略す
る。
【００７５】
　　（ステップＳｃ６）　
　パラメータの調整が完了すれば（ステップＳｃ６のＹｅｓ）、判定時間短縮処理が終了
する。パラメータの調整の完了は、例えば、タッチパネル３０１における入力画面に対す
る操作者ＯＰの指示により入力される。パラメータの調整が完了していなければ（ステッ
プＳｃ６のＮｏ）、ステップＳｃ１乃至ステップＳｃ５の処理が繰り返される。
【００７６】
　以上に述べた構成によれば、本実施形態の効果に加えて、以下の効果を得ることができ
る。　
　本応用例における超音波診断装置１によれば、乖離の検知に応答して、判定時間を短く
変更することができる。これにより、本超音波診断装置１によれば、操作者ＯＰによりイ
ライラ感をさらに低減させることができ、長押し操作を伴うパラメータの調整の操作性を
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さらに向上させることができる。
【００７７】
　本実施形態および各種応用例の適用例として、本超音波診断装置１の技術的思想を、図
１４および図１５に示すような他の超音波診断装置２で実現されてもよい。このとき、超
音波プローブ４は、圧電振動子と、圧電振動子に設けられる整合層、及び圧電振動子１０
から後方への超音波の伝播を防止するバッキング材等を有する。また、通信インタフェー
ス３０５は、装置本体６に搭載されるものとなる。図１に示す表示制御回路３０３で実行
される各種処理は、図１４に示すように、処理回路１５における表示制御機能１５９にお
いて実行される。また、入出力装置３は、入力機器３０７および表示機器３０９をさらに
有する。入力機器３０７としては、例えば、マウス、キーボード、パネルスイッチ、スラ
イダースイッチ、ダイヤルスイッチ、トラックボール、ロータリーエンコーダ、操作パネ
ル及びタッチコマンドスクリーン（ＴＣＳ）等が含まれる。また、入力機器３０７には、
超音波の送受信方式、及び受信信号の処理方式等を含む各種撮像モードを切り替えるため
のスイッチ群が含まれる。スイッチ群は、ダイヤルスイッチ、及び／又はトラックボール
等の機械的なデバイスのみならず、ＴＣＳ上に表示される操作パネル画像、又は、外部装
置４０におけるセカンドコンソール上に表示される操作パネル画像等のいずれであっても
よい。表示機器３０９としては、例えば、ＣＲＴディスプレイや液晶ディスプレイ、有機
ＥＬディスプレイ、ＬＥＤディスプレイ、プラズマディスプレイ、又は当技術分野で知ら
れている他の任意のディスプレイが適宜利用可能である。
【００７８】
　本実施形態および各種応用例の変形例として、本超音波診断装置１の技術的思想は、判
定時間短縮処理を実行するプログラム（以下、判定時間短縮プログラムと呼ぶ）をワーク
ステーション等のコンピュータにインストールし、これらをメモリ上で展開することによ
っても実現することができる。このとき、判定時間短縮プログラムは、コンピュータに、
超音波の送受信と超音波画像とのうち少なくとも一つに関する調整パラメータを、長押し
操作により入力し、長押し操作において操作者が所望する反応時間と長押し操作における
長押しの判定に関する判定時間との乖離を検知し、検知された乖離に基づいて、判定時間
を短く変更すること、を実現させる。コンピュータに当該手法を実行させることのできる
プログラムは、磁気ディスク、光ディスク、半導体メモリなどの各種可搬型記憶媒体に格
納して頒布することも可能である。
【００７９】
　以上に説明した実施形態、応用例等の超音波診断装置１によれば、操作性を向上させる
ことができる。
【００８０】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
ものである。
【符号の説明】
【００８１】
１、２…超音波診断装置
３…入出力装置
４、７…超音波プローブ
５…検知装置
６…装置本体
１０…圧電振動子
１１…超音波送信回路
１２…超音波受信回路
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１５…処理回路
１７…内部記憶回路
１８…画像メモリ
１９…画像データベース
４０…外部装置
９０…ネットワーク
１５１…信号処理機能
１５３…画像生成機能
１５５…変更機能
１５７…システム制御機能
１５９…表示制御機能
３０１…タッチパネル
３０３…表示制御回路
３０５…通信インタフェース
３０７…入力機器
３０９…表示機器

【図１】 【図２】
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